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情報ボックス 

かがやく安城 

市役所　�〈76〉1111　ＦＡＸ〈76〉1112

生活・相談 高
校
進
学
・
修
学
に

市
の
奨
学
金
制
度

健　康 

弁
護
士
に
よ
る

民
事
介
入
暴
力
被
害
な
ど
の

よ
ろ
ず
相
談
会

税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談

３
月
ま
で
に

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

市
で
は
、
能
力
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
経
済
的
な
理
由
で
高
等
学
校

（
公
・
私
立
）
の
修
学
や
進
学
が
困

難
な
人
を
対
象
に
、
奨
学
金
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

対
象
▼
市
内
在
住
で
、
経
済
的
な
理

由
で
修
学
や
進
学
が
困
難
な
学
力
優

秀
な
人
で
、
他
の
奨
学
金
を
受
け
て

い
な
い
人
　
奨
学
金
▼
月
額
９
０
０

暴
力
追
放
推
進
協
議
会
で
は
、
暴

力
排
除
運
動
の
一
つ
と
し
て
、
民
事

介
入
暴
力
被
害
に
お
困
り
の
人
や
、

ほ
か
に
弁
護
士
に
相
談
し
た
い
法
律

問
題
を
抱
え
て
い
る
人
を
対
象
に
、

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
時
間

は
１
人
30
分
以
内
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

と
き
▼
２
月
28
日
�
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
15
分
　
と
こ
ろ
▼
文
化
セ
ン

タ
ー
内
会
議
室
　
相
談
料
▼
無
料

定
員
▼
10
人
（
先
着
順
）

担
当
弁

護
士
▼
内
田
氏
・
大
見
氏
（
名
古
屋

弁
護
士
会
岡
崎
民
暴
セ
ン
タ
ー
）

そ
の
他
▼
次
の
人
は
相
談
を
受
け
ら

０
円
以
内
で
、
６
カ
月
分
ず
つ
年
２

回
支
給
　
※
返
還
の
義
務
は
あ
り
ま

せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

▼
４
月
２
日
�
ま
で
に
、
今
年
進
学

す
る
人
は
在
学
し
て
い
る
中
学
校
へ
。

高
校
在
学
中
の
人
は
市
教
育
委
員
会

総
務
課
へ

今
年
度
も
、
あ
と
わ
ず
か
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
基
本
健
康
診
査
の
検

診
票
を
お
持
ち
で
、
ま
だ
受
診
し
て

い
な
い
人
は
、
実
施
医
療
機
関
で
早

め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
各
種
が
ん
検
診
の
検
診
票

を
お
持
ち
の
人
も
、
早
め
に
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
�〈
76
〉１
１
３
３
）

所
得
税
・
譲
渡
所
得
・
相
続
税
な

ど
の
各
種
税
金
に
対
す
る
質
問
に
無

料
で
お
答
え
し
ま
す
。

と
き
▼
２
月
５
日
�
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
と
こ
ろ
▼
市
役
所
第
６
会

議
室
（
本
庁
舎
３
階
）

れ
ま
せ
ん
。

�
相
談
し
た
い
内
容

を
す
で
に
他
の
相
談
会
な
ど
で
弁
護

士
に
相
談
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合

�
相
談
し
た
い
内
容
が
す
で
に
裁
判

係
争
中
の
場
合
　
�
他
の
事
件
事
案

で
今
回
の
担
当
弁
護
士
と
利
害
関
係

が
あ
る
場
合
　
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
▼
２
月
１
日
�
午
前
９
時
か
ら

同
協
議
会
（
環
境
安
全
課
内
）
へ

とき�３月18日�／開会式＝午前９時20分（雨天決

行） ところ�総合運動公園陸上競技場（開会式及

びスタート・ゴール地点） 中継所�陸上競技場、

明治川神社、農業技術センター　参加資格�本市を

拠点として活動している人で編成されたチームで、

事前に健康診断を受けて健康と認められた人　表彰

�各部（ファミリーの部は除く）とも３位までの入

賞チームに賞状とメダル、６位までは賞状。完走チ

ームには完走証　参加費�一般4000円、一般女子20

00円、ファミリー2000円、中学生無料　申し込み・

問い合わせ�２月１日�～21日�（月曜日を除く）

午前９時～午後５時に所定の申込用紙と参加料を添

えて体育課（市体育館内／�〈75〉3535）へ

早春の明治緑道を仲間とタスキ
でつないで、体力増進とチームワ
ークの強化をしませんか。

第16回明治用水緑道市民駅伝大会
参加チームを募集

部門 チーム編成 区間・距離

一般１部

一般２部

一般３部

中学男子

中学女子

一般女子

ファミリー

１チーム７人（うち補欠２人含む）
※５人の合計年齢が150歳未満

１チーム７人（うち補欠２人含む）
※５人の合計年齢が150歳以上

１チーム７人（うち補欠２人含む）
※５人の合計年齢が200歳以上

１チーム８人（うち補欠２人含む）

１チーム８人（うち補欠２人含む）

１チーム５人（うち補欠１人含む）

５区間合計 17．16�
１区 3．36�
２区 2．38�
３区 2．46�
４区 3．20�
５区 5．76�

６区間合計 17．16㎞
１区 3．36㎞
２区 2．38㎞
３区 2．46㎞
４区 3．20㎞
５区 3．38㎞
６区 2．38㎞

４区間合計 9．78㎞
１区 2．56㎞
２区 2．38㎞
３区 2．46㎞
４区 2．38㎞
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休
日
救
急
歯
科
診
療

当
番
医
の
変
更

南
部
公
民
館
（
農
村
セ
ン
タ
ー
）

芸
能
発
表
会

赤
ち
ゃ
ん
大
集
合
�

子
ど
も
お
菓
子
作
り
教
室

体
験
講
座
「
お
い
し
い
！

い
が
ま
ん
じ
ゅ
う
を
つ
く
ろ
う
」

寄
せ
植
え
講
座

経
済
講
演
会

催し・募集 本
紙
１
月
15
日
号
で
掲
載
し
た
２

月
の
健
康
ガ
イ
ド
の
う
ち
、
休
日
救

急
歯
科
診
療
当
番
医
の
一
部
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

２
月
11
日
�
▼
な
か
し
ま
小
児
歯
科

（
新
田
町
／
�〈
76
〉０
１
１
２
）
に

変
更
　
２
月
18
日
�
▼
浅
井
歯
科
医

院
（
古
井
町
／
�〈
76
〉８
１
１
１
）

に
変
更

南
部
地
区
の
皆
さ
ん
と
公
民
館
自

主
グ
ル
ー
プ
の
年
１
回
の
発
表
会
で

す
。

と
き
▼
２
月
11
日
�
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
　
内
容
▼
民
謡
・
詩
吟

舞
踊
・
大
正
琴
な
ど
　
問
い
合
わ
せ

▼
南
部
公
民
館
（
農
村
セ
ン
タ
ー
／

�〈
92
〉３
５
２
１
）

赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
を
大
切
に
し
た
体
操
遊
び
を

行
い
ま
す
。

と
き
▼
２
月
13
日
�
午
前
10
時
30
分

〜
正
午
　
と
こ
ろ
▼
市
社
会
福
祉
会

館
　
講
師
▼
子
ど
も
の
城
（
児
童
の

健
全
育
成
の
た
め
の
総
合
施
設
）
体

育
事
業
部
及
び
小
児
保
健
部
の
専
門

ス
タ
ッ
フ
　
対
象
▼
お
座
り
の
で
き

る
（
６
・
７
カ
月
）
〜
よ
ち
よ
ち
歩

き
（
１
歳
前
後
）
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お

母
さ
ん
　
定
員
▼
40
組
（
先
着
順
・

無
料
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
錦
保
育

園
内
／
�〈
73
〉６
３
３
６
）
へ

デ
ン
パ
ー
ク
で
は
定
期
的
に
寄
せ

植
え
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

と
き
▼
２
月
17
日
�
午
前
10
時
　
と

こ
ろ
▼
デ
ン
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

内
園
芸
ス
タ
ジ
オ
　
参
加
費
▼
３
０

０
０
円
（
入
園
料
は
別
途
）

定
員

▼
28
人
（
先
着
順
）

講
師
▼
石
川

浩
恵
氏
　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

▼
２
月
３
日
�
午
前
９
時
か
ら
電
話

で
同
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
（
�〈
92
〉７
１

１
２
）
へ
　
※
次
回
講
座
は
３
月
17

日
�
午
前
10
時
か
ら
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
詳
細
は
本
紙
３
月
１
日

号
で
掲
載
予
定
で
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
め
ず
ら
し

い
マ
レ
ー
シ
ア
の
お
菓
子
を
作
る
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
▼
２
月
25
日
�
午
前
９
時
〜
正

午
　
と
こ
ろ
▼
青
少
年
の
家
　
対
象

▼
小
学
４
〜
６
年
生
　
定
員
▼
20
人

参
加
費
▼
500
円
　
申
し
込
み
▼
２
月

11
日
�
午
前
９
時
か
ら
直
接
青
少
年

の
家
へ
（
９
時
の
受
け
付
け
開
始
時

点
で
定
員
を
超
え
た
場
合
は
即
時
抽

せ
ん
）

問
い
合
わ
せ
▼
青
少
年
の

家
（
�〈
76
〉３
４
３
２
）

最
近
、
家
庭
で
作
る
こ
と
が
少
な

く
な
っ
た
桃
の
節
句
の
お
菓
子
「
い

が
ま
ん
じ
ゅ
う
」
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

と
き
▼
２
月
24
日
�
午
前
９
時
30
分

と
こ
ろ
▼
歴
史
博
物
館
　
講
師
▼
石

川
愛
子
氏
　
定
員
▼
20
組
　
参
加
費

▼
500
円
　
申
し
込
み
▼
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

２
月
11
日
�
ま
で
に
（
当
日
消
印
有

効
）
郵
送
で
同
博
物
館
（
〒
446
‐
０

０
２
６
安
城
市
安
城
町
城
堀
30
）
へ

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
▼
同
博
物
館
（
�〈
77
〉

６
６
５
５
）

※
応
募
は
は
が
き
１

枚
に
つ
き
、
１
組
と
し
ま
す
。
家
族

で
応
募
す
る
人
は
、
は
が
き
に
全
員

の
名
前
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
か
か
っ
た
医
療
費
の
全
額

を
支
払
い
、
担
当
医
師
な
ど
か

ら
、
治
療
内
容
や
支
払
っ
た
金

医
療
機
関
な
ど
で
は
、
い
っ

国
民
健
康
保
険
で
は
、
こ
れ

ま
で
海
外
で
の
治
療
に
関
し
て

は
給
付
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
１
月
１
日
か
ら
海
外
渡

に
、
保
険
診
療
に
相

当
す
る
範
囲
内
の
医

療
費
か
ら
、
一
部
負

担
金
相
当
額
を
除
い

た
額
に
つ
い
て
療
養

費
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
海
外
の

文
（
翻
訳
者
の
氏
名
・
住
所
を

記
載
し
て
く
だ
さ
い
）

問
い

合
わ
せ
▼
同
課

い
る
場
合
は
日
本
語
の
翻
訳

が
外
国
語
で
記
載
さ
れ
て

く
だ
さ
い
）

③
書
類

額
な
ど
に
つ
い
て
の
証
明
を
受

け
、
帰
国
後
、
国
保
年
金
課
に

支
給
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

養
費
支
給
申
請
書
　
②
療

養
の
内
容
が
分
か
る
医

申
請
に
必
要
な
書
類
▼
①
療

師
の
診
療
内
容
明
細

書
及
び
領
収
明
細
書

（
様
式
は
同
課
に
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
取
り
寄
せ
て

自動車などを廃車・譲渡し
たときは早めに手続きを

お持ちの原動機付自転車や自動

車などを譲渡したり、廃車したり

した場合は早めに手続きをしてく

ださい。

毎年３月は、検査登録窓口が大

変混雑し長時間お待ちいただくこ

とになります。

問い合わせ�普通自動車・自二輪

�西三河自動車検査登録事務所

（�0565〈52〉2417） 軽自動車�

軽自動車検査協会西三河支所（�

0564〈53〉5144） 原付・小型特殊

�市役所市民税課

と
き
▼
２
月
９
日
�
午
後
２
時
30
分

〜
４
時
　
と
こ
ろ
▼
市
教
育
セ
ン
タ

ー
　
講
師
／
演
題
▼
竹
中
平
蔵
氏

（
慶
応
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
教

授
）
／
「
２
０
０
１
年
、
日
本
経
済

展
望
」

定
員
▼
200
人
　
※
聴
講
無

料
、
要
入
場
整
理
券
（
安
城
商
工
会

議
所
、
商
工
課
で
配
付
）

問
い
合

わ
せ
▼
同
商
工
会
議
所
（
�〈
76
〉５

１
７
５
）、同
課

航
中
の
治
療
に
対
し
て
も
、

日
本
で
の
治
療
と
同
様

・
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デ
ン
パ
ー
ク
企
画
展
示
会

児
童
ク
ラ
ブ
員
を
募
集

児
童
厚
生
員
を
募
集

県
立
高
等
技
術
専
門
校

普
通
職
業
訓
練
生

（
短
期
課
程
）募
集

デ
ン
パ
ー
ク
館
展
示
ル
ー
ム
で
、

３
月
４
日
�
ま
で
財
団
企
画
展
・
手

づ
く
り
木
の
お
も
ち
ゃ
「
家
具
＆
ウ

ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

木
で
作
ら
れ
た
お
も
ち
ゃ
や
家
具
な

ど
を
展
示
し
て
、
自
然
素
材
の
良
さ

や
ぬ
く
も
り
を
、
展
示
品
に
触
れ
て

遊
び
な
が
ら
感
じ
ら
れ
る
展
示
会
で

す
。
こ
の
ほ
か
、
丸
太
を
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
で
加
工
し
た
り
、
木
製
楽
器
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
た
り
と
、
だ

れ
も
が
楽
し
め
る
催
し
も
の
も
開
催

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
デ
ン
パ
ー
ク（
�〈
92
〉

７
１
１
１
）

岡
崎
・
高
浜
な
ど
県
内
の
７
カ
所

の
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
平
成
13

年
度
の
各
種
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

資
格
▼
職
業
を
変
え
よ
う
と
す
る
人

な
ど
で
、
義
務
教
育
を
修
了
し
た
人

ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を

有
す
る
人
。
障
害
者
は
、
そ
の
障
害

が
固
定
し
、
障
害
の
程
度
、
部
位
な

ど
か
ら
訓
練
を
受
講
す
る
こ
と
が
可

能
と
認
め
ら
れ
る
人
　
募
集
期
限
▼

一
斉
選
考
を
行
う
訓
練
科
�
２
月
23

日
�
　
一
斉
選
考
を
行
わ
な
い
訓
練

科
�
３
月
27
日
�
　
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
▼
県
就
業
促
進
課
公
共
訓

練
担
当
（
�
052〈
961
〉２
１
１
１
）
へ

市
で
は
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
と
し
て
、
北
部
・
二
本
木
・
中

部
・
桜
井
の
各
児
童
セ
ン
タ
ー
内
に

開
設
し
て
い
る
児
童
ク
ラ
ブ
及
び
祥

南
小
学
校
内
に
開
設
し
て
い
る
祥
南

児
童
ク
ラ
ブ
、
南
部
・
北
部
小
学
校

内
に
開
設
す
る
南
部
・
北
部
児
童
ク

ラ
ブ
の
来
年
度
の
ク
ラ
ブ
員
を
募
集

し
ま
す
。

対
象
▼
学
校
の
放
課
後
、
家
庭
に
保

護
者
の
い
な
い
小
学
１
〜
３
年
生
の

児
童
で
、
各
児
童
ク
ラ
ブ
に
自
分
で

通
え
る
子
　
人
数
▼
30
〜
40
人
程
度

開
設
日
／
時
間
▼
４
月
２
日
〜
来
年

３
月
30
日
の
月
〜
土
曜
日
（
祝
日
と

年
末
年
始
は
休
み
）
／
放
課
後
〜
午

後
６
時
30
分
（
夏
休
み
な
ど
は
午
前

８
時
30
分
か
ら
）

利
用
料
▼
１
カ

月
４
０
０
０
円
　
申
込
期
間
▼
２
月

１
日
�
〜
15
日
�
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
祥
南
児
童
ク
ラ
ブ
は
午
後
２

時
〜
５
時
）

※
申
込
用
紙
は
、
各

児
童
ク
ラ
ブ
及
び
児
童
課
に
あ
り
ま

す
。

選
考
▼
書
類
審
査
　
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
▼
里
町
児
童
ク
ラ

ブ
（
北
部
公
民
館
内
／
�〈
98
〉３
７

５
１
）、二
本
木
児
童
ク
ラ
ブ
（
二
本

木
公
民
館
内
／
�〈
77
〉８
６
１
１
）、

中
部
児
童
ク
ラ
ブ
（
中
部
公
民
館
内

／
�〈
74
〉８
５
７
０
）、桜
井
児
童
ク

ラ
ブ
（
桜
井
公
民
館
内
／
�〈
99
〉３

３
１
３
）、祥
南
児
童
ク
ラ
ブ（
�〈
76
〉

２
２
６
６
）
ま
た
は
同
課
へ

募
集
人
員
▼
若
干
名
　
応
募
資
格
▼

保
育
士
資
格
ま
た
は
教
員
資
格
を
有

す
る
人
　
年
齢
▼
45
歳
ま
で
　
仕
事

の
内
容
▼
児
童
ク
ラ
ブ
に
通
う
児
童

に
対
す
る
生
活
と
遊
び
の
指
導
　
勤

務
地
▼
市
内
各
児
童
ク
ラ
ブ
　
勤
務

日
／
時
間
▼
月
〜
金
曜
日
の
う
ち
２

〜
３
日
程
度
と
隔
週
土
曜
日
／
放
課

後
〜
午
後
６
時
30
分
（
第
２
・
４
土

曜
日
、
夏
休
み
な
ど
は
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
６
時
30
分
）

賃
金
▼
１

時
間
当
た
り
990
円

申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
▼
２
月
13
日
�
ま
で
に
児

童
課
へ

※
同
課
で
交
付
す
る
申
込

書
に
保
育
士
資
格
証
明
書
ま
た
は
教

員
免
許
状
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

65
歳
に
な
っ
た
と
き
の

保
険
料
の
支
払
い
は

今
年
の
１
月
に
65
歳
に
な
り

ま
し
た
。
介
護
保
険
料
は
年

金
か
ら
自
動
的
に
天
引
き
さ
れ
る

と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
市
か
ら

保
険
料
納
付
書
が
送
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
わ
た
し
の
介
護
保
険
料
は

な
ぜ
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

65
歳
以
上
の
人
の
保
険
料
の

納
め
方
は
受
け
取
る
年
金
の

種
類
や
受
給
額
に
よ
っ
て
、
年
金

か
ら
の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
か
、

納
付
書
な
ど
に
よ
る
納
付
（
普
通

徴
収
）
の
ど
ち
ら
か
に
な
り
ま
す
。

老
齢
年
金
・
退
職
年
金
が
年
額

18
万
円
以
上
の
人
は
年
金
か
ら
の

天
引
き
（
特
別
徴
収
）
に
な
り
ま

す
。
２
カ
月
お
き
に
支
払
わ
れ
る

年
金
か
ら
、
支
払
い
ご
と
に
２
カ

月
分
の
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま

す
。

※
老
齢
福
祉
年
金
、
障
害

年
金
、
遺
族
年
金
か
ら
は
天
引
き

さ
れ
ま
せ
ん
。

老
齢
年
金
・
退
職
年
金
が
年
額

18
万
円
未
満
の
人
は
市
が
定
め
る

納
期
ご
と
に
、
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
で
金
融
機
関
を
通
じ
て
納

め
ま
す
（
普
通
徴
収)

。

年
度
の
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た

人
や
安
城
市
に
転
入
し
て
き
た
人

は
、
そ
の
年
度
は
特
別
徴
収
は
さ

れ
ず
、
普
通
徴
収
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

翌
年
度
は
９
月
分
ま
で
は
普
通
徴

収
で
納
め
、
10
月
分
か
ら
特
別
徴

収
で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
社
会
保
険
庁
な
ど
の
事
務

手
続
き
の
関
係
で
特
別
徴
収
を
開

始
で
き
る
時
期
が
全
国
統
一
で
決

め
ら
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

ご
質
問
の
場
合
も
、
平
成
13
年

度
の
９
月
分
ま
で
は
市
へ
納
付
書

や
口
座
振
替
で
納
め
る
普
通
徴
収

と
な
り
、
10
月
分
か
ら
は
老
齢
・

退
職
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
特

別
徴
収
と
な
り
ま
す
。

普
通
徴
収
の
場
合
は
、
口
座
振

替
が
便
利
で
す
。
口
座
振
替
の
手

続
き
は
、
通
帳
、
通
帳
印
を
持
っ

て
、
高
齢
福
祉
課
ま
た
は
市
内
の

金
融
機
関
・
郵
便
局
の
窓
口
で
申

し
込
み
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
同
課

○
普
通
徴
収
の
場
合
は
、

口
座
振
替
が
便
利

問答
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県
生
活
物
価
モ
ニ
タ
ー
募
集

県
交
通
安
全
計
画
に
対
す
る

意
見
を
募
集

その他�公
共
下
水
道
の
事
業
計
画
の

変
更
案
を
縦
覧
し
ま
す

冊
子
『
矢
作
川
農
業
用
水
も
の

が
た
り
』
の
活
用
を

安
城
市
農
業
賞
に
�
ふ
る
さ
と
館
な
ど

募
集
人
員
▼
380
人
程
度
（
予
定
）

応
募
資
格
▼
20
歳
以
上
の
県
内
在
住

者
（
公
務
員
な
ど
は
除
く
）

モ
ニ

タ
ー
の
仕
事
内
容
▼
�
モ
ニ
タ
ー
業

務
説
明
会
へ
の
出
席
（
依
頼
時
に
１

回
）

�
生
活
関
連
物
資
の
小
売
価

格
、
出
回
り
状
況
・
サ
ー
ビ
ス
料
金

の
調
査
（
月
１
回
の
定
例
調
査
・
年

２
回
の
随
時
調
査
）

�
生
活
関
連

物
資
の
小
売
価
格
、
出
回
り
状
況
に

不
審
な
動
き
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
場

合
の
通
報
　
�
危
険
な
商
品
や
不
当

な
取
り
引
き
及
び
表
示
な
ど
の
監
視

通
報
　
�
消
費
生
活
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
へ
の
回
答
（
年
２
回
程
度
）

�
消
費
者
行
政
・
物
価
行
政
に
関
す

る
意
見
・
要
望
の
提
出
　
依
頼
期
間

▼
平
成
13
年
４
月
の
依
頼
日
か
ら
平

成
14
年
３
月
末
日
　
謝
礼
▼
年
額
１

万
８
０
０
０
円
（
予
定
）

応
募
期

間
▼
２
月
１
日
�
〜
15
日
�
（
当
日

消
印
有
効
）

申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
▼
市
商
工
課
、
西
三
河
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
（
�
０
５
６
４〈
27
〉２

７
７
８
）
へ
　
※
応
募
用
紙
（
同
課
、

同
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

映
さ
せ
る
た
め
、
交
通
安
全
対
策
全

般
、
あ
る
い
は
次
の
項
目
に
つ
い
て
、

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

計
画
内
容
▼
�
道
路
交
通
環
境
の
整

備
　
�
交
通
安
全
思
想
の
普
及
徹
底

�
安
全
運
転
の
確
保
　
�
車
両
の
安

全
性
の
確
保
　
�
道
路
交
通
秩
序
の

維
持
　
�
救
助
・
救
急
体
制
の
整
備

�
損
害
賠
償
の
適
正
化
　
�
科
学
技

術
の
振
興
　
	
鉄
軌
道
交
通
の
安
全



踏
切
道
の
安
全
　
�
そ
の
他
交
通

安
全
対
策
に
関
す
る
こ
と
　
応
募
方

法
▼
項
目
ご
と
に
400
字
以
内
に
ま
と

め
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、性

別
、
年
齢
（
２
月
28
日
現
在
）、職
業
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
郵
送
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
　
締

め
切
り
▼
２
月
28
日
�
　
応
募
・
問

い
合
わ
せ
▼
県
社
会
活
動
推
進
課
交

通
安
全
グ
ル
ー
プ
（
〒
460
‐
８
５
０

１
・
住
所
不
要
、
�
052〈
961
〉２
１
１

１
、
FAX
052〈
971
〉８
７
３
６
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.pref.aichi.jp

/syakaikatsudo/koutu-index.

htm
l

）
へ

県
交
通
安
全
対
策
会
議
で
は
、
平

成
13
年
以
降
５
カ
年
間
を
対
象
期
間

と
す
る
第
７
次
愛
知
県
交
通
安
全
計

画
を
作
成
し
ま
す
。
こ
の
計
画
に
反

の
変
更
に
伴
い
、
安
城
市
公
共
下
水

道
の
事
業
計
画
変
更
案
を
縦
覧
し
ま

す
。今

回
下
水
道
の
整
備
予
定
区
域
に

追
加
す
る
区
域
は
、
東
端
町
、
根
崎

町
、
高
棚
町
、
榎
前
町
の
各
一
部
で

す
。変

更
案
に
意
見
の
あ
る
人
は
、
縦

覧
期
間
中
に
市
へ
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
▼
２
月
５
日
�
〜
19
日
�

（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
は
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

縦
覧
場
所
▼
下
水
道
建
設
課
（
西
庁

舎
２
階
）

問
い
合
わ
せ
▼
同
課

衣
浦
東
部
処
理
区
に
お
け
る
下
水

道
整
備
予
定
区
域
の
一
部
追
加
な
ど

矢
作
川
水
系
の
農
業
用
水
「
矢
作

川
用
水
」
の
歴
史
を
紹
介
し
た
冊
子

が
、
小
中
学
校
や
中
央
図
書
館
、
地

区
公
民
館
な
ど
に
寄
贈
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
冊
子
は
、
先
月
17
日
に
東
海

農
政
局
新
矢
作
川
用
水
農
業
水
利
事

業
所
か
ら
本
市
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の

で
、
関
係
す
る
16
市
町
村
に
も
配
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
土
地
改
良
課

・

あ
い
ち
中
央
農
協
安
城
地
区
営

農
部
会
長
並
び
に
同
農
協
営
農
協

九
州
東
海
大
学
農
学
部
を
卒
業

後
就
農
し
、
父
英
夫
氏
の
下
で
水

田
作
経
営
を
行
い
、
直ち
ょ
く

播は
ん

栽
培
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
就
農
と

同
時
に
加
入
し
た
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
で

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
精
力

的
に
取
り
組
み
、
平
成
11
年
度
に

は
全
国
の
会
長
も
務
め
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
活
動
に
も
積
極
的
に

取
り
組
み
、
農
業
後
継
者
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
会
会
長
と
し
て
、
合
併
間
も
な

い
同
農
協
の
営
農
部
会
の
組
織
づ

く
り
と
活
動
に
尽
力
し
ま
し
た
。

ま
た
、
里
営
農
組
合
の
代
表
者
と

し
て
栽
培
技
術
の
向
上
、
経
営
の

安
定
化
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、

消
費
者
と
の
交
流
に
も
取
り
組
み
、

農
用
地
利
用
改
善
組
合
の
参
与
と

し
て
も
地
域
農
業
の
振
興
と
発
展

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

農
村
女
性
の
み
で
法
人
を
設
立

後
、
平
成
９
年
か
ら
デ
ン
パ
ー
ク

内
で
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
を
始
め
、

食
材
を
地
元
農
産
物
か
ら
供
給
す

る
な
ど
農
業
の
振
興
に
寄
与
し
ま

し
た
。
ま
た
、
高
齢
者
へ
の
食
事

宅
配
業
務
を
始
め
る
な
ど
農
村
女

性
の
雇
用
の
創
出
に
努
め
た
り
、

都
市
と
農
村
の
交
流
に
取
り
組
ん

だ
り
す
る
な
ど
む
ら
づ
く
り
活
動

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

地
域
農
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
人
、
農
業
経
営
が
他
の
模
範

と
な
る
人
、
並
び
に
農
業
後
継
者
で
今
後
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

人
を
顕
彰
す
る
第
15
回
安
城
市
農
業
賞
の
３
部
門
の
受
賞
者
が

決
ま
り
ま
し
た
。

む
ら
づ
く
り
活
動
部
門

営
農
部
門

農
業
青
年
奨
励
部
門

�ふるさと館
（赤松町) 

畔�久さん
（里町／50歳）

大嶋和則さん
（寺領町／31歳）
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知立

文
化
会
館
自
主
企
画
公
演

高浜

か
わ
ら
美
術
館

第
38
回
朝
日
陶
芸
展

圏
域
だ
よ
り

労
働
者
福
祉
資
金
融
資
制
度

自
然
災
害
保
障
付
火
災
共
済

に
ご
加
入
を

「
家
庭
の
日
」県
民
運
動
実
施
中

２
月
１
日
〜
28
日

知立

知
立
・
リ
リ
オ

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

自
主
企
画
公
演

刈谷

刈
谷
市
民
会
館
自
主
事
業

親
子
ぬ
い
ぐ
る
み
劇
場

「
白
雪
姫
と
７
人
の
こ
び
と
」

家
庭
は
か
け
が
え
の
な
い
生
活
の

基
盤
で
、
家
族
が
互
い
の
心
の
ふ
れ

あ
い
と
連
帯
感
を
深
め
、
子
ど
も
が

人
間
と
し
て
の
生
き
方
の
基
本
を
学

ぶ
最
も
大
切
な
教
育
の
場
で
す
。

家
庭
が
そ
の
本
来
の
機
能
を
発
揮

す
る
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
明
る
く

楽
し
い
家
庭
を
作
ろ
う
と
心
掛
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

県
で
は
、
家
族
の
持
つ
重
要
性
に

つ
い
て
認
識
を
深
め
つ
つ
、
一
家
団

ら
ん
の
時
間
を
持
て
る
よ
う
に
、
毎

月
第
３
日
曜
日
を
「
家
庭
の
日
」
と

し
、
家
族
の
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
家
庭

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
家
族

で
話
し
合
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

に
合
っ
た
楽
し
い
「
家
庭
の
日
」
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
▼
青
少
年
の
家（
�〈
76
〉

３
４
３
２
）

と
き
▼
３
月
24
日
�
午
前
10
時
30
分

午
後
２
時
　
問
い
合
わ
せ
▼
同
会
館

（
�〈
21
〉２
０
７
１
）

再
取
得
価
格
保
障
で
安
心
の
、
火

災
共
済
と
自
然
災
害
共
済
を
セ
ッ
ト

に
し
た
自
然
災
害
保
障
付
火
災
共
済

で
す
。
火
災
・
落
雷
・
地
震
・
台
風

豪
雨
・
盗
難
か
ら
、
皆
さ
ん
の
暮
ら

し
を
守
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
全
労
災
愛
知
県
本
部

（
�
052〈
683
〉６
０
３
１
）

祉
資
金
融
資
制
度
」
を
設
け
て
い
ま

す
。
内
容
は
、
未
組
織
労
働
者
福
祉

資
金
、
育
児
・
介
護
休
業
者
生
活
資

金
、
中
小
企
業
労
働
者
生
活
資
金
、

離
職
者
生
活
資
金
の
４
種
類
で
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
県
産
業
労
働
福
祉
課

（
�
052〈
961
〉２
１
１
１
・
内
線
３
４

１
３
）

県
で
は
、
勤
労
者
に
低
利
で
生
活

資
金
な
ど
を
融
資
す
る
「
労
働
者
福

公
演
名
▼
劇
団
シ
ア
タ
ー
ガ
ッ
ツ

「
チ
ャ
ン
バ
ラ
・
バ
ン
！
バ
ン
！
バ

ン
！
」

と
き
▼
３
月
17
日
�
午
後

６
時
30
分
　
問
い
合
わ
せ
▼
同
会
館

（
�〈
83
〉８
１
０
０
）

公
演
名
▼
千
住
真
理
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
リ
サ
イ
タ
ル
　
と
き
▼
５
月
13
日

�
午
後
２
時
30
分
　
公
演
名
▼
鮫
島

有
美
子
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
　
と

き
▼
７
月
20
日
�
午
後
６
時
30
分
　

公
演
名
▼
姜
建
華
（
ジ
ャ
ン
・
ジ
ェ

ン
ホ
ワ
）
二
胡
の
世
界
　
と
き
▼
10

月
13
日
�
午
後
６
時
30
分
　
問
い
合

わ
せ
▼
同
ホ
ー
ル
（
�〈
85
〉１
１
３

３
）

覧
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ
▼
同
美
術
館
（
�〈
52
〉

３
３
６
６
）

全
国
規
模
の
公
募
展
で
新
進
か
ら

ベ
テ
ラ
ン
ま
で
気
鋭
の
作
家
た
ち
に

よ
る
作
品
展
で
す
。

開
催
期
間
▼
２
月
25
日
�
ま
で
　
観

・

ス
ロ
ー
ガ
ン

親
と
子
の
　
対
話
が
つ
く
る

よ
い
家
庭

交通ルールを無視して危険行為を繰り返す暴走
行為は、人命を奪いかねない危険な行為であるだ
けでなく、その騒音は、地域の住民に多大な迷惑
をもたらします。こうした行為をなくすためには、
家庭や学校、職場、地域社会で連携して取り組ん
でいくことが大切です。「暴走行為をしない。させ
ない。見に行かない」を合い言葉に、みんなで暴
走行為を追放しましょう。

◎暴走を見に行かない

◎暴走を見かけたら通報する

◎親子の対話を通じ、暴走族に加入させない

問い合わせ�環境安全課

フラワーロード事業の
玄関口にあたる駅前地区
（ＪＲ安城駅～末広町北
交差点・延長250ｍ）が昨
年末に完成しました。
木製花壇にはパンジー

などの春の花が植栽され、
ベンチ・フットライトなども通りに彩りを添えています。
水やりなどの管理は、沿線にお住まいの皆さんに担当し
ていただいています。

フラワーロードなど花の
まちづくりの取り組みは、
全国花のまちづくりコンク
ールで優良賞を受賞し、昨
年11月に表彰状と顕彰プレ
ートを受けました。
問い合わせ�公園緑地課

みんなで追放！�

　無謀・暴走運転�

みんなで追放！�

　無謀・暴走運転�

みんなで追放！�

　無謀・暴走運転�

みんなで追放！�

　無謀・暴走運転�

〜
訂
正
と
お
わ
び
〜

本
紙
１
月
15
日
号
15
ペ
ー
ジ
の

「
２
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
・
文
化
セ

ン
タ
ー
」
の
中
で
、
２
月
６
日
�
〜

12
日
�
に
開
催
す
る
シ
ベ
リ
ア
抑
留

展
示
会
の
開
催
時
間
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
訂
正
す
る
と
と
も
に
お
わ

び
い
た
し
ま
す
。

開
催
時
間
▼（
誤
）午
前
９
時
〜
午
後

９
時
�（
正
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
12
日
は
正
午
ま
で
。

・
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市民会館催しもの案内�市民会館催しもの案内�

「コロッケものまねファンタジー笑」
５月19日�
昼の部：開演午後２時
夜の部：開演午後６時
Ｓ席＝5000円　Ａ席＝4000円
（全席指定・消費税込）

ものまね王座に君臨するコロッケのコント・トー
ク・ものまね爆笑コンサート。早替わりの連続で50
人以上のレパートリーから、次々にあのスターが登
場します。

前売り開始：３月４日�午前９時

市民演劇祭  市民演劇祭  市民演劇祭  第19回 

社会風刺や世相を反映した内容からミュージカル
風のものまで多種多様にわたり、子どもから大人ま
で幅広く楽しめるものになっています。
と　き　２月４日�

午前９時30分～午後３時30分　
（開場は午前９時）

ところ　文化センターマツバホール
出演団体　①劇団各駅停車

「伝説シリーズ第二話迷い沼の伝説」
②安城学園高等学校演劇部
「こんな私でいいですか？

－The child of ZASiKi－」
③からくり忍者
「妖怪忍者大戦」

④劇団希求
「弱法師（よろぼし）」

⑤安城高等学校演劇部
「第一精神病棟」

入場料 無料
問い合わせ　生涯学習課

（文化センター内／�〈76〉1515）

問い合わせ◆市民会館　�〈75〉1151

毎週火曜日休館〈 〉

－市民会館自主文化事業－　：サルビアホール

※土・日曜日、祝日の時給は、すべて100円増し。通勤
割増（１日200円）あり。勤続期間に応じて賞与・有給
休暇があります。
休日�要相談　勤務地�デンパ－ク内（安城市赤松町
梶１番地） 応募・問い合わせ�電話でデンパ－ク総
務課（�〈92〉7110）へ　※面接日時を相談します。面
接時に履歴書（写真添付）をご持参ください。

18歳以上で、健康で明るくまじめな人を募集します。
４月からの勤務ですが、一部、２月と３月からの勤務
もあります。

職種

植物管理

ゲート係

売 店 係

講 座 係

受 付 係

メルヘン
号運転

募集人数

５人

３人

４人

１人

２人

１人

年齢

～60歳

勤務時間

午前８時～12時また
は午後１時～５時

午前９時～午後５時
※季節変動あり

午前９時30分～午後
～５時　※土・日曜
日、祝日中心

午前９時～午後５時
※季節変動あり

午前９時～午後５時
※常勤

午前９時30分～午後
１時と午後１時～５
時の交互

～40歳

～40歳

～30歳

～30歳

～60歳

時給

880円

780円

780円

780円

880円

880円

デンパーク�
パート・アルバイト募集�

デンパーク�デンパーク�デンパーク�
パート・アルバイト募集�

市では、市営住宅の空き家入居者を先着順に募集を

します。なお、入居者資格として所得制限などがあり

ますので、詳細については、お尋ねください。

募集期間�２月５日�～20日�（土・日曜日、祝日を

除く） 受付時間�午前８時30分～午後５時15分　受

け付け�入居申し込み書ほか必要書類があります。入

居者資格に該当することを確認のうえ事前にご準備く

ださい　申し込み・問い合わせ�建築課　※申し込み

案内書は、常時配付しています。

●先着順に入居者を決定する住宅

注　家賃は、入居者の収入などに応じて決まります。なお、
上記の家賃は、入居時における家賃であり、毎年度変
更することになります。

住宅名 部屋番号 建設年度 間取り 入居時の家賃（円／月）

大山田東 Ｃ‐502 Ｓ51 ３ＤＫ 15，300～33，600


